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はじめに
　麻酔科は現在常勤医4人で主に手術室での麻酔業務をおこなっております。具体的には外科、整形外科、産婦人科、
泌尿器科、歯科口腔外科、脳神経外科、呼吸器外科、眼科などの麻酔を担当しております。手術件数は年々増加傾向に
あり、手術室の増築計画も進んでいることから、手術件数の増加にも対応できるものと期待しております。

はじめに
　精神科では常勤医師２名、臨床心理士１名で業務をおこない、内容は外来診療および他科に入院されている方の精神的な
問題を扱うリエゾンコンサルテーションが中心になります。

　リエゾンコンサルテーションでは、夜間不穏、興奮を呈するせん妄や認知症の周辺症状が多くなっています。身体疾患を
有するため、身体的負担に伴い、精神的負担も増し、その軽減に努めています。また当院の緩和ケアチームの一員として
緩和医療にも携わっています。
　以上のように、当科の活動は多岐にわたりますが、今後とも、みなさまの健康を支えていく存在になれるよう頑張っていき
たいと思います。

麻酔科の紹介 麻酔科 医長　篠塚 典弘 精神科の紹介 精神科 医長　登坂 真二

　脊椎麻酔、硬膜外麻酔、全身麻酔のほかに
必要に応じて神経ブロックもおこなう場合が
あります。

＊緊急で手術が必要になった場合やお子様の
場合は麻酔の手順が違うことがあります。

全身麻酔
マスクから酸素を吸いながら、点滴からの
お薬で眠ります。眠った後は呼吸のための
チューブを通して人工呼吸をしている間に
手術をおこないます。手術終了後、目覚めたら
呼吸のチューブを抜いて痛みがないことを
確認して、お部屋へ戻ります。この時、必要に
応じて酸素マスクをしていただきます。

全身麻酔と局所麻酔の違い イラスト引用元：（公社）日本麻酔科学会

リエゾンコンサルテーション

　では皆様が手術を受けることになった際、どのような流れで麻酔がおこなわれるのかを簡単にご紹介したいと思います。

麻酔を使用する際の流れ

全身麻酔の場合

精神科の外来 精神科スタッフ

　外来診療では一般精神科の他に、近隣地域在住の方を中心に、千葉県内でも数少ない児童精神領域も扱っています（常勤
医師１名が対応）。教育、家庭、社会で子どものこころの問題の重要性が指摘されている一方で、それを扱うところがあまりに
少ないのが現状です。発達障害をはじめとして、言葉としては広まってきましたが、実際の治療や支援となると、かなり限ら
れてきます。子どものこころの問題は家庭や社会の問題と複雑に絡み合って出現し、子どもだけの問題として捉えていては
十分ではない場合も多くあります。当科では、情報を集め、各種検査をおこない、多角的にアセスメントして、薬物療法や心理
療法などおこないながら、慎重に考えていきたいと思っております。外来診療は新患、再診とも予約制としており、ご理解の
ほどよろしくお願い申し上げます。
　また、ひまわり発達相談センターや県中央児童相談所嘱託医、千葉県警少年センタースーパーバイザーを務め、病院だけ
ではない地域医療として、早期から子どもの支援に携わり、幅広い活動の提供をおこなっています。子どものこころに何が
必要なのか常に考え、一人でも多くの子どもたちが、子どもらしい健やかな生活を送れるよう願い、当科がその一助になれば
幸いです。

外来イラスト引用元：（公社）日本麻酔科学会

手術が決定されましたら、受診されている診療
科で麻酔科外来の予約をとります。指定の日時に
麻酔科外来を受診していただきます。

入院後に麻酔担当医が再度、術前訪問をします
ので、疑問点や不安な点などがありましたら、遠慮
なくお聞きください。

手術後には、麻酔科医による術後回診をおこなって
います。

手術の前日夜から当日朝にかけては、安全確保の
ため食事や飲水の制限が始まります。

手術の当日は手術室入口でお名前、手術の場所の
確認をします。その後、手術台に横になり血圧計、
心電図、酸素を測る機械などを装着します。

実際の手術室はこんな感じです

脊椎麻酔・硬膜外麻酔
横向きになり背中を丸めて注射をおこない
ます。注射というと痛いというイメージがあり
ますが、皮膚の表面に痛み止めをしてから
おこないますので、それほど心配する必要は
ないと思います。

 局所麻酔の場合

手術室の中

全
身
麻
酔

局
所
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硬膜外麻酔
脊髄くも膜下麻酔 など

麻酔科医の術前（麻酔前）診察

麻酔科外来の受診時には、血圧測定と問診票への
記入をお願いしています。麻酔科外来では、外来
担当医が問診票を元にお話をお聞きし、麻酔方法に
ついて説明をします。
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